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台
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井

勝

一
　

は
じ
め
に

現
行
学
習
指
導
要
領

「
日
本
史

Ｂ
」

の
大
項
目

「
歴
史

の
考
察
」
は
、

「様
々
な
歴
史
的
資
料
の
特
性
」
に
着
目
す
る
こ
と
や
、
「
地
域
の
文
化
遺
産
」

に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
、
「地
域
社
会
の
歴
史
と
文
化
」
に
つ
い
て
、

自
然
条
件
や
政
治
的
、
経
済
的
な
諸
条
件
と
関
連
付
け
て
考
察
さ
せ
る
こ
と
、

な
ど
を
学
習
の
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
報
告
者
は
以
前
か
ら
、
こ
れ
ら
の
主
旨

を
生
か
せ
る
教
材
と
し
て
地
域
の
城
郭
資
料
に
着
目
し
、
そ
の
教
材
化
や
授
業

実
践
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
例
え
ば
、
「
足
柄
地
方
の
中
世
城
館
」
と
題
し
て

特
定
地
域
の
城
郭
分
布
の
特
徴
か
ら
地
域
の
政
治

・
社
会
の
動
き
を
考
察
さ
せ

る
主
題
学
習
を
試
み
た
り
、
「幕
末
期
の
台
場
と
海
防
政
策
」
と
い
う
単
元
を

設
定
し
、
神
奈
川
台
場
な
ど
の
台
場
築
城
を
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
進
出
と
関
連

付
け
て
追
究
す
る
授
業
を
実
施
し
て
き
た
。

本
報
告
で
は
、
こ
の
よ
う
な
城
郭
資
料
の
教
材
化
の

一
環
と
し
て
、
中
世
か

ら
近
世

へ
の
移
行
期
に
、
相
模
国
の
織
豊
系
城
郭
と
し
て
築
城
さ
れ
た
石
垣
山

一
夜
城

（以
下
、
石
垣
山
城
）
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
、
織
豊
系
城
郭
の
特
性

に
つ
い
て
整
理
し
、
次
に
、
石
垣
山
城
に
関
す
る
調
査

・
研
究
成
果
を
踏
ま
え

て
、
石
垣
山
城
の
築
城
過
程
や
背
景
を
究
明
し
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
、

織
豊
系
城
郭
と
し
て
の
石
垣
山
城
築
城
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
豊
臣
政
権

の
天
下
統

一
事
業
と
関
連
付
け
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
教
材
化

へ
向
け
て
の

課
題
に
つ
い
て
も
整
理
し
た
。

二
　
織
豊
系
城
郭
の
特
性

織
豊
系
城
郭
と
は
、
織
田
信
長

（以
下
信
長
）
、
豊
臣
秀
吉

（以
下
秀
吉
）

及
び
織
豊
系
大
名
に
よ

っ
て
築
城
さ
れ
た
城
郭
の
総
称
で
あ
り
、
中
世
城
郭
か

ら
近
世
城
郭

へ
移
行
す
る
過
渡
期
の
城
郭
で
あ
る
。
日
本
史
Ｂ
の
教
科
書
に
は

「桃
山
文
化
を
象
徴
す
る
の
が
城
郭
建
築
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
城
郭
は
平
地

に
つ
く
ら
れ
、
重
層
の
天
守
閣
を
持

つ
本
丸
を
は
じ
め
、
石
垣
で
き
ず
か
れ
、

土
塁
や
濠
で
囲
ま
れ
た
複
数
の
郭
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。
安
土
城
や
大
坂

城

・
伏
見
城
な
ど
は
、
天
下
統

一
の
勢
威
を
示
す
雄
大

・
華
麗
な
も
の
で
、
‥

‥
」
（
『詳
説
日
本
史
』
山
川
出
版
社
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
数
年
間
、

主
に
考
古
学
の
立
場
か
ら
の
織
豊
系
城
郭
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
織
豊
系
城
郭
を
特
徴
づ
け
る
も

の
は
石
垣
、
天
守
な
ど
の
礎
石
建
物
、
瓦
葺
き
と
い
う
三
つ
の
要
素
で
、
そ
の

画
期
は
安
土
築
城
に
あ
る
と
す
る
。

そ
の
う
ち
石
垣
に
つ
い
て
は
、　
一
五
五
六

（弘
治
二
）
年
に
六
角
義
賢
が
改

修
し
た
観
音
寺
城
か
ら
導
入
さ
れ
る
が
、　
一
五
七
六

（天
正
四
）
年
築
城
の
安

土
城
を
は
じ
め
と
す
る
織
田
氏
系
列
の
城
郭
で
本
格
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
中
世
以
来
、
近
江
比
叡
山
の
各
寺
院
の
建
築
に
携

わ
り
、
後
世

「穴
太
衆
」
と
称
せ
ら
れ
た
専
門
の
石
工
職
人
を
組
織
化
で
き
た

こ
と
が
あ
る
。
城
郭

へ
の
石
垣
の
導
入
に
よ
り
、
鉄
砲
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の

重
量
建
造
物
の
構
築
が
容
易
に
な
り
、
横
堀
に
替
わ

っ
て
曲
輪
を
囲
い
込
む
防

御
ラ
イ
ン
が
強
化
さ
れ
、
城
の
出
入
り
口
で
あ
る
虎
回
や
そ
の
空
間
で
あ
る
枡

形
の
防
御
機
能
が
高
め
ら
れ
る
な
ど
、
城
郭
構
造
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

礎
石
建
物
に
は
、
多
聞
櫓
な
ど
の
櫓
建
築
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
心

と
な
る
の
は
天
守
と
い
う
高
層
建
築
で
あ
る
。
天
守
の
先
駆
的
事
例
と
し
て
は
、

一
五
六
〇

（永
禄
三
）
年
に
松
永
久
秀
が
築
城
し
た
多
聞
城
の

「
四
階
ヤ
ク
ラ
」
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や

一
五
六
九

（永
禄
十
二
）
年
に
織
田
信
長
が
築
い
た
旧
二
条
城
の

「坤
角
三

重
櫓
」
、　
一
五
七

一

（元
亀
三
）
年
の
坂
本
城
の

「大
天
主
」
「小
天
主
」
及
び

同
年
に
細
川
藤
孝
に
よ
り
改
修
さ
れ
た
勝
龍
寺
城
の
「殿
主
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、　
一
五
七
六

（天
正
四
）
年
に
信
長
に
よ
り
安
土
城
が
築
城
さ
れ
、
そ

の
中
心
に
五
層
七
重
の

「天
主
」
と
い
う
高
層
建
築
が
出
現
し
、
織
豊
系
城
郭

の
象
徴
と
な

っ
た
。

瓦
に
つ
い
て
は
、
加
藤
埋
文
氏
の
金
箔
瓦
の
出
現
と
伝
播
に
関
す
る
研
究
な

ど
か
ら
、
天
守
な
ど
の
高
層
建
築
に
瓦
を
葺
く
こ
と
自
体
に
強
い
政
治
的
意
図

が
働
い
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
金
箔
瓦

は
、
信
長
の
時
期
に
は
安
土
城
と
、
二
人
の
息
子
の
居
城
、
す
な
わ
ち
織
田
信

雄
の
松
ヶ
島
城

（三
重
県
松
阪
市
）
、
織
田
信
孝
の
神
戸
城

（二
重
県
鈴
鹿
市
）

の
み
で
確
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
が
秀
吉
段
階
に
な
る
と
、
豊
臣

姓

・
羽
柴
姓
を
下
賜
さ
れ
た

一
家

一
門
の
城
郭
、
関
東
の
家
康
領
に
接
す
る
城

郭
及
び
朝
鮮
出
兵
の
本
営
で
あ
る
名
護
屋
城
へ
の
道
筋
の
諸
城
か
ら
も
、
金
箔

瓦
が
出
土
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
秀
吉
は
天
守
に
金
箔
瓦
を

葺
い
た
城
郭
を
全
国
の
拠
点
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
政
権
の
威
信
を
示
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
石
垣

・
礎
石
建
物

・
瓦
の
三
要
素
を
導
入
し
て
成
立
し
た
織

豊
系
城
郭
は
、
中
世
城
郭
と
異
な
る
性
質
を
も

つ
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
中
世

城
郭
が

「
戦
う
た
め
の
城
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
織
豊
系
城
郭
の
本
質
は
、

「見
せ
る
た
め
の
城
」
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
織
豊
系
城
郭
が
築
城
さ
れ
た

背
景
に
は
、
畿
内
地
域
で
古
代
か
ら
大
寺
社
を
中
心
に
に
継
承
さ
れ
て
き
た
高

い
技
術
力
を
編
成
し
直
す
こ
と
が
で
き
た
、
織
豊
政
権
の
強
力
な
支
配
体
制
が

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
織
豊
系
城
郭
と
は
織
豊
政
権
の
政
治
理
念
を
具
現
化

し
た
城
郭
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

石
垣
山
城
の
概
要

石
垣
山
城
は
、　
一
五
九
〇

（天
正
十
八
）
年
、
豊
臣
秀
吉

（以
下
、
秀
吉
）

の
小
田
原
攻
め
の
際
に
本
営
と
し
て
築
か
れ
た
陣
城
で
、　
一
夜
に
し
て
築
か
れ

た
と
い
う
伝
説
で
知
ら
れ
て
い
る
。
箱
根
外
輪
山
か
ら
早
川
に
沿

っ
て
北
北
東

に
延
び
る
標
高
約
二
四
〇

ｍ
の
尾
根
上
に
立
地
し
、
小
田
原
城
か
ら
は
直
線
で

三
』
の
距
離
に
あ
る
。
現
在
の
石
垣
山
城
は
、
国
指
定
史
跡
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、
築
城
当
時
の
石
垣
や
縄
張
り
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

測
量
調
査
や
部
分
的
で
は
あ
る
が
発
掘
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
石
垣
山
城

の
最
大
の
特
徴
は
、
当
時
の
関
東
に
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
総
石
垣
の
造
り
に
あ

る
。
石
垣
の
形
態
は
、
自
然
石
を
割

っ
て
積
み
上
げ
、
そ
の
す
き
間
に
小
石
を

詰
め
込
ん
だ
野
面
積
み
で
あ
り
、
南
曲
輪
南
面
の
隅
角
部
の
積
み
方
に
は
、
算

木
積
の
技
法
が
み
ら
れ
る
。
特
に
丼
戸
曲
輪
の
石
垣
や
石
塁
は
、　
一
見
し
て
野

面
積
み
の
形
式
と
し
て
は
極
め
て
完
成
度
の
高

い
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
石
垣
の
構
築
に
は
、　
一
五
八
〇

（天
正

十
八
）
年
七
月
十

一
日
付
け
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
に

「穴
太
三
拾
五
人
被
返
遣

候
、
‥
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「穴
太
衆
」
と
呼
ば
れ
る
近
江
の
石
工
職
人

が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

石
垣
山
城
の
縄
張
り
に
つ
い
て
は
、　
一
七
二
〇

（享
保
五
）
年
作
成
の
絵
図

『太
閣
御
陣
城
相
州
石
垣
山
古
城
跡
』
（以
下
、
古
絵
図
）
や
測
量
調
査
、
発
掘

調
査
の
成
果
な
ど
か
ら
次
の
こ
と
を
確
認
で
き
る

（図
１
）
。
現
時
点
で
遺
構

が
確
認
で
き
る
範
囲
は
、
出
城
か
ら
北
曲
輪
ま
で
の
南
北
約
五
五
Ｏ

ｍ
、
東
西

二
七
五

ｍ
内
で
あ
る
。
そ
の
中
に
基
本
的
な
曲
輪
配
置
と
し
て
、
南
北
方
向
の

尾
根
を
軸
に
そ
の
最
高
地
点
に
本
城
曲
輪
と
天
守
台
、
そ
の
南
に
西
曲
輪
と
大

堀
切
を
隔
て
て
出
城
、
北
に
馬
屋
曲
輪
や
北
曲
輪
、
井
戸
曲
輪
な
ど
が
位
置
し
、

本
城
曲
輪
の
東
に
南
曲
輪
な
ど
の
小
規
模
な
曲
輪
群
が
存
在
す
る
。
城
道
は
、
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門跡

本   丸

厩  郭

贋郭付属部
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(馬 出郭 )

下南郭

100m

図 1石垣山城縄張図 (田代 1980年 より)

井
戸
曲
輪
の
北
方
か
ら
馬
屋
曲
輪
を
通

っ
て
本
城
曲
輸

へ
至
る
ル
ー
ト
と
、
南

曲
輪
か
ら
本
城
曲
輪

へ
至
る
東
ロ
ル
ー
ト
の
二
筋
が
確
認
で
き
、
城
内
の
通
路

に
は
枡
形
構
造
を
持

つ
門
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大

手
日
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
井
戸
曲
輸
が
あ
る
北
口
を
大
手
日
と
す
る
説
も
提

起
さ
れ
て
い
る
が
、
古
絵
図
の
記
述
や

『小
田
原
市
史
』
別
編

（城
郭
）
で
の

指
摘
通
り
、
箱
根
湯
本
か
ら
早
川
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
関
白
道
に
東
側
で
接
す

る
東
口
を
大
手
口
と
す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
古
絵
図
で
は
、

東
口
城
道
を

「
大
手
口
道
幅
八
間
」
、
南
曲
輪
の
北
東
隅
櫓
台
跡

（中
門
）
を

「大
手
門
跡
、
道
幅
四
間
」
及
び
北
日
の
井
戸
曲
輪

の
西
側
帯
曲
輪
先
端
部
を

「裏
門
跡
」
と
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、　
一
九
八
八
年
度
か
ら

一
九
九
〇
年
度
に
か
け
て
断
続
的
に
実
施
さ
れ

た
測
量
調
査
や
部
分
的
な
発
掘
調
査
な
ど
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
知
見
が
得
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
門
跡
と
み
ら
れ
る
地
形
や
西
曲
輪
南
西
端
や
南
曲
輪

北
端
に
櫓
台
ら
し
い
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
石
垣
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石

は
安
山
岩
で
付
近
か
ら
容
易
に
採
取
で
き
る
石
で
あ
る
こ
と
、
天
守
台
や
櫓
台

跡
周
辺
か
ら
は
、
軒
平
瓦

一
点
、
丸
瓦
片
十
五
点
、
平
瓦
片
五
〇
点
の
計
六
六

点
の
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
瓦
葺
き
の
本
格
的
な
天
守
や
櫓
の
存
在
が
推
測
で

き
る
こ
と
、
及
び
こ
れ
ら
の
調
査
の
過
程
で
天
守
台
と
そ
の
周
辺
部
を
中
心
に

総
数
約
二
千
四
百
点
の
瓦
片
が
採
集
さ
れ
、
そ
の
中
に

「
天
正
十
九
年
」
の
銘

を
も

つ
平
瓦
片
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

石
垣
山
城
は
、
石
垣

・
礎
石
建
物

・
瓦
を
特
徴
と
す
る
織
豊
系
城
郭
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
石
垣
山
城
築
城
の
過
程
と
背
景

秀
吉
は

一
五
八
九

（天
正
十
七
）
年
十

一
月
二
四
日
、
「惣
無
事
令
」
に
基
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づ
き
、
後
北
条
氏
の
討
伐
を
布
告
し
た
。
周
到
な
準
備
を
整
え
終
え
る
と
、
翌

一
五
九
〇

（天
正
十
八
）
年
二
月
に
は
、
秀
吉
方
の
軍
勢
が
家
康
の
分
国
駿
河

東
部
に
集
結
し
、
後
北
条
氏
と
相
対
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
同
年
三
月

一
日
に

は
、
秀
吉
自
ら
が
京
を
出
発
、
途
中
山
中
城
な
ど
後
北
条
氏
の
前
線
の
諸
城
を

攻
略
し
、
小
田
原
城
包
囲
の
態
勢
が
ほ
ぼ
整

っ
た
四
月
六
日
、
箱
根
湯
本
の
早

雲
寺
に
本
陣
を
布

い
た
。
そ
の
前
後
に
石
垣
山
城
の
築
城
に
着
手
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
築
城
開
始
日
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

石
垣
山
城
の
築
城
に
関
し
て
は
、　
一
夜
に
し
て
完
成
さ
せ
、
後
北
条
方
を
驚

か
せ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
八
〇
日
余
を
費
や
し
て
完
成
し
た

本
格
的
な
城
郭
で
あ
る
こ
と
は
、
以
下
の
各
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。　
一
五

九
〇

（天
正
十
八
）
年
卯
月
二
十
八
日
の
芝
山
宗
勝
の
書
状
に
は

「御
座
所
も

は
や
石
く
み
も
、
御
て
ん
も
、
ら
い
月
に
ハ
い
て
き
候
ハ
ん
ま

ゝ
、
や
か
て
御

か
い
ち
ん
な
さ
れ
候
ハ
ん
と
の
事
候
、
た
い
り
や
く
七
月
中
に
ハ
、
御
か
い
ち

ん
に
て
候

へ
く
候
、
‥
‥
」
（「
五
島
慶
太
氏
所
蔵
文
書
」
『神
奈
川
県
史
』
資

料
編
三
）
と
、
秀
吉
の
御
座
所
で
あ
る
石
垣
山
城
は
、
石
垣
、
御
殿
と
も
五
月

中
に
は
完
成
し
、
七
月
中
に
は
開
陣
す
る
見
通
し
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『伊
達
日
記
』
に
よ
る
と
、
伊
達
政
宗
が
秀
吉
の
下
に
参
陣
し
た
六

月
九
日
段
階
で
は

「小
田
原
御
陣
所

二
石
垣
御
普
請
被
成
候
半

二
」
（「伊
達
日

記
中
」
『群
書
類
従
』
二

一
号
　
巻
三
九
〇
）
と
、
石
垣
の
普
請
は
終
了
し
て

お
ら
ず
、
六
月
二
十
日
の
古
田
織
部
宛
千
宗
易
の
書
状
で
も

「関
白
様
被
仰
付

候
御
城
も
、
漸
営
月
出
来
に
て
候
、
然
者
還
御
あ
る
へ
く
候
哉
」
（「東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
文
書
」
桑
田
忠
親

『定
本
千
利
休
の
書
簡
』
所
収
）
と
、
六
月
中

の
完
成
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
徳
川
家
康

（以
下
、
家
康
）
の
家
臣
で

あ
る
松
平
家
忠
の
日
記
の

「十
六
日
、
丙
申
、
関
白
様
石
か
け
の
御
城

へ
御
う

つ
り
候
、
‥
‥
」

（
『続
史
料
大
成
』
「家
忠
日
記
」
二
）
と
い
う
記
述
か
ら
、

六
月
二
六
日
に
秀
吉
は
石
垣
山
城
に
移

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
、
石
垣
山
城
は
、
四
月
六
日
前
後
の
普
請
開
始
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
の
約
八

〇
日
余
を
費
や
し
て
築
城
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は

「
石
垣

一
夜
城
」
と
い
う
名
の
由
来
と
も
な

っ
た

一
夜
城
伝
説
と

は
、
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
康
の
誕
生
か
ら

一
六

一
六
年
の
死

に
至
る
ま
で
の
事
蹟
を
詳
述
し
た

『大
三
川
志
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。
「
‥
‥
北
條
ノ
老
臣
松
田
憲
秀
響

二
秀
吉

へ
密

二
通
ジ
居
ケ
ル
ガ
、
又
密

二
秀
吉

へ
告
テ
日
、
小
田
原
城
ノ
西
南

二
営
テ
笠
懸
山
卜
云
フ
高
山
ア
リ
、
最

瞼
岨
ノ
地
ナ
リ
、
是

二
登
テ
望
メ
バ
城
中
眼
下
ニ
ア
リ
、
箱
根
山
ノ
此
方
ョ
リ

樵
夫
ノ
間
道
ア
リ
、
殿
下
此
山
ヲ
本
陣
ト
ナ
サ
バ
城
兵
大

二
計
ヲ
失

ハ
ン
、
我

レ
時
ヲ
伺
ヒ
事
ヲ
通
ジ
内
應
メ
城
ヲ
陥
サ
ン
、
秀
吉
喜
ビ
使
ヲ
返
シ
人
ヲ
メ
笠

懸
山
ノ
地
理
ヲ
見
セ
シ
ム
、
返
り
報
ズ
ル
ニ
松
田
ガ
告
ル
ニ
違

ハ
ズ
、
秀
吉
湯

本
ノ
真
覚
寺

二
屯
メ
、
笠
懸
山

二
人
夫
ヲ
遣

ハ
シ
、
樹
木
ヲ
斬
り
陣
替
ヲ
構

へ
、

長
六
尺
ノ
籠
ヲ
組

マ
セ
石
ヲ
納
レ
、
是
ヲ
積
デ
石
壁
ト
ナ
シ
櫓
ヲ
設
ケ
、
悉
ク

白
紙
ヲ
以
テ
塀
矢
倉

ヲ
張
り
、
経
替
畢
テ
小
田
原
城
ヲ
遮
ル
大
樹
ヲ
蓋
ク
斬
ル
、

小
田
原
城
中
ョ
リ
是
ヲ
見
、
笠
懸
山
二
附
城

一
夜

二
成
就
セ
ル
ニ
驚
ク
、
秀
吉

笠
懸
山
ノ
陣
城

二
移
ル
、
‥
…
」

（国
会
図
書
館
蔵

『大
三
川
志
』
巻
之
二
十

四
）
で
あ
る
。
ま
た
、
『北
条
記
』
（関
白
勢
囲
小
田
原
事
）
に
も

「
‥
‥
、
卯

月
朔
日
よ
り
人
数
を
石
垣
山
の
松
森
の
間

へ
上
げ
陣
屋
を
作
り
、
矢
倉
を
上
げ
、

四
方
の
壁
を
杉
原
紙
に
て
張
し
か
ば
、　
一
夜
の
中
に
自
壁
の
屋
形
が
出
来
る
。

さ
て
普
請
出
来
け
れ
ば
、
関
白
陣
屋

へ
御
移
り
あ
り
。
面
向
の
松
の
枝
ど
も
切

り
す
か
し
け
れ
ば
、
小
田
原
勢
肝
を
つ
ぶ
し
、
こ
は
か
の
関
白
は
天
狗
か
神
か
。

か
や
う
に

一
夜
の
中
に
見
事
な
る
屋
形
出
来
け
る
ぞ
や
、
と
松
田
が
教

へ
た
る

と
は
夢
に
も
知
ら
で
、
諸
人
恐
怖
の
思
を
な
す
も
理
な
り
」

（
『北
条
史
料
集
』

所
収
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
と
類
似
し
た
記
述
は

『関
八
州
古
戦
録
』
に
も
あ
り
、
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こ
れ
ら
か
ら
は
後
北
条
氏
の
老
臣
松
田
尾
張
守
憲
秀
が
秀
吉
に
内
通
し
、
憲
秀

が
当
時
笠
懸
山
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
石
垣
山
を
本
陣
と
し
て
城
中
を
俯
厳
す

る
策
を
す
す
め
た
こ
と
、
陣
営
の
前
面
に
杉
原
紙
を
張
り
自
壁
の
よ
う
に
見
せ
、

あ
る
日
前
面
の
樹
木
を
切
り
払
う
こ
と
で
、　
一
夜
に
し
て
城
が
完
成
し
た
よ
う

に
見
せ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
後
北
条
方
は

一
夜
の
う
ち
に
巨
城
が
山
上
に
そ

び
え
立

っ
て
い
る
の
を
見
て
恐
れ
た
、
と
う

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
石
垣
山
城
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
秀
吉
が
五
月
二
十
日
に
浅
野
長
政
と

木
村
常
陸
介
に
宛
て
た
書
状
の

「御
座
所
之
御
普
請
を
、
彼
夜
番

ｏ
日
番
を
仕

候
人
数
被
仰
付
、
嘉
重

ゝ
二
つ
か
せ
ら
れ
候
て
、
衆
楽
又

ハ
大
坂
の
普
請
を
数

年
さ
せ
ら
れ
候

二
不
相
劣
様

二
、
被
思
食
候
、
‥
‥
」

（「浅
野
文
書
」
『神
奈

川
県
史
』
資
料
編
三
）
と
い
う
記
述
な
ど
か
ら
、
衆
楽
第
や
大
坂
城
の
普
請
と

同
規
模
の
本
格
的
な
織
豊
系
城
郭
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
後
北
条
方

が

一
夜
の
う
ち
に
豪
華
絢
爛
な
白
亜
の
巨
城
が
山
上
に
そ
び
え
立
つ
の
を
み
て

戦
意
を
喪
失
し
た
、
と
い
う

一
夜
城
の
伝
承
は
、
石
垣
山
城
が

「見
せ
る
た
め

の
城
」
と
い
う
特
徴
を
持

つ
織
豊
系
城
郭
と
し
て
、
小
田
原
城
に
籠
も
る
後
北

条
勢
に
対
し
て
優
位
に
立
ち
、
戦
意
を
喪
失
さ
せ
る
た
め
に
築
城
さ
れ
た
こ
と

を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
石
垣
山
城
築
城
の
意
義

小
田
原
平
定
後
の
石
垣
山
城
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、　
一
人
四
二

（天
保
十
三
）

年
に
完
成
し
た
と
い
う
江
戸
幕
府
官
撰
の
地
誌

『新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
足

柄
下
郡
早
川
庄

の

「
石
垣
山
」
や

「
豊
臣
秀
吉
陣
所
跡
」
に
関
す
る
記
述

（『新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
巻
之
三
十

一
）
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
す
な
わ
ち

一
人
四
二

（天
保
十
三
）
年
当
時
、
石
垣
山
城
周
辺
は

「要
害

山
」
と
し
て
小
田
原
城
主
の
管
理
下
に
あ
り
、
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
秀
吉
は
小
田
原
平
定
後
の
七
月

一
四
日
に
奥
州
仕
置
き
の
た
め
に
石
垣

山
城
を
出
発
、
八
月
十
七
日
に
石
垣
山
城
に
戻

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
で
家
康

の
家
臣
大
久
保
忠
世
の
饗
応
を
受
け
、
八
月
二
二
日
に
石
垣
山
城
を
出
発
し
て

駿
府

へ
引
き
返
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
八
四
〇
年
代
に
小

田
原
藩
士
三
浦
義
方
が
著
し
た

『相
中
雑
志
』
に
は
、
「大
久
保
家
元
祖
覚
書

二
云
‥
‥
小
日
原
落
城
シ
ケ
レ
ハ
、
秀
吉

ハ
奥
州

へ
下
ラ
レ
、
ソ
ノ
カ
ヘ
リ
ニ

小
田
原
石
垣
山
ノ
城

へ
入
、
七
郎
右

工
門
ラ
ヨ
ヒ
、
コ
ノ
城
ヲ
其
方

二
渡
ス
ト

念
頃
ニ
イ

ハ
レ
」
（
『相
中
雑
志
』
智
編
二
四
）
と
い
う
記
述
も
み
ら
れ
、
石
垣

山
城
は
小
田
原
城
主
と
な

っ
た
大
久
保
忠
世
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
。
但
し
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

小
田
原
平
定
後
の
石
垣
山
城
は
、
秀
吉
の
陣
城
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
家

康
の
重
臣
で
小
田
原
城
主
と
な

っ
た
大
久
保
忠
世
に
引
き
継
が
れ
、
代
々
の
小

田
原
城
主
が
管
理
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に

一
九
九

〇
年
度
の
調
査
で
採
集
さ
れ
た

「
天
正
十
九
年
」
銘
を
持

つ
瓦
片
と
、　
一
九
六

一
年
に
久
保
田
正
男
氏
が
天
守
台
跡
か
ら
採
集
し
た

「辛
卯
八
月
日
」
銘
の
文

字
瓦
は

（写
真
１

・
図
２
）
、
石
垣
山
城
が
小
田
原
攻
め
の
陣
城
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
小
田
原
平
定
後
も
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ

る
。
「辛
卯
八
月
日
」
は

一
五
九

一

（天
正
十
九
）
年
に
あ
た
り
、
こ
の
二
片

の
瓦
は
小
田
原
平
定
後
の

一
五
九

一

（天
正
十
九
）
年
段
階
で
も
、
石
垣
山
城

で
は
瓦
葺
き
建
物
の
作
事
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
石
垣
山
城
の
築
城
が
継
続
さ
れ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、

そ
れ
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
献
史
料
や
考
古
学
資
料
な
ど
は
存
在
し

な
い
が
、
秀
吉
の
城
郭
政
策
や
天
下
統

一
政
策
と
関
連
付
け
て
考
え
る
こ
と
で
、

そ
の
理
由
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
『小
田
原
市
史

（城
郭
編
）
』

で
は
、
小
田
原
平
定
後
に
関
東
を
領
す
る
こ
と
に
な

っ
た
家
康
に
対
し
て
優
位
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写真 1「辛卯八月日」銘平瓦

(小田原市教育委員会より提供)

図 2「天正十九年」銘平瓦

(小 田原市教委 1993年 より)

性
を
示
す
た
め
に
瓦
葺
き
建
物
の
建
築
を
継
続
し
た
と
推
論
し
て
い
る
。
そ
の

論
拠
は
、
家
康
の
関
東
移
封
後
、
秀
吉
に
よ
り
家
康
旧
領
の
主
要
城
郭
の
改
修

が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
城
で
は

一
五
九

一

（天
正
十
九
）
年
頃
か
ら
瓦

葺
き
建
築
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
と
、
織
豊
系
城
郭
に
お
け
る
金
箔
瓦
の
使
用
と

の
関
わ
り
か
ら
で
あ
る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
関
東

の
家
康
領
に
接
す
る
沼
田
城
、
上
田
城
、
松
本
城
、
小
諸
城
、
甲
府
城
な
ど
か

ら
金
箔
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
現
段
階
で
は
石
垣
山
城
か
ら
の
金
箔
瓦
の
出
土

は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
朝
鮮
出
兵
の
た
め
の
陣
城
で
あ

っ
た
名
護
屋
城
か

ら
も
金
箔
瓦
は
出
土
し
て
お
り
、
今
後
の
調
査
で
金
箔
瓦
が
出
土
す
る
可
能
性

も
あ
る
。　
一
方
、
金
箔
瓦
が
出
土
し
な
い
の
で
は
な
く
、
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、　
一
五
九

一

（天
正
十
八
）
年
以
降
の
作
事
の
継
続

は
秀
吉
で
は
な
く
、
大
久
保
氏
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

前
記
し
た

『相
中
雑
志
』
な
ど
の
記
述
か
ら
は
、
小
田
原
平
定
直
後
に
、
石
垣

山
城
は
小
田
原
城
と
と
も
に
大
久
保
忠
世
に
委
ね
ら
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
そ

う
な
る
と
、
徳
川
氏
に
対
し
優
位
性
を
示
す
象
徴
と
し
て
の
城
を
、
家
康
の
家

臣
に
預
け
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『小
田
原
市
史

（城

郭
編
）』
で
は
、
「絶
妙
な
政
略
性
を
含
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
石
垣
山

城
は
き
わ
め
て
微
妙
な
扱

い
の
も
と
に
存
続
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
石
垣
山
城
の
築
城
を
小
田
原
平
定
後
に
着
手
し
た
奥
州
平

定

（「奥
州
仕
置
」
）
や
名
護
屋
城
築
城
と
関
連
付
け
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

あ
ろ
う
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
奥
州
の
諸
大
名
に
と

っ
て
は
、
小
日
原
参

陣
が
領
主
権
を
認
め
ら
れ
る
条
件
の

一
つ
で
あ
り
、
奥
州
の
領
主
の
多
く
が

一

五
九
〇

（天
正
十
八
）
年
五
月
か
ら
七
月
初
め
に
か
け
て
小
田
原
に
参
陣
し
て

い
る
。
そ
の
際
秀
吉
は
石
垣
山
城
で
奥
州
の
諸
大
名
を
謁
見
し
て
お
り
、
『伊
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達
政
宗
言
行
録
―
木
村
宇
右
衛
門
覚
書
』
に
は
、
秀
吉
は
織
豊
系
城
郭
の

「見

せ
る
た
め
の
城
」
と
い
う
本
質
を
生
か
し
な
が
ら
、
伊
達
政
宗
を
は
じ
め
と
す

る
奥
州
の
諸
大
名
に
威
信
を
示
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
奥
州
平
定
が
完
了
し
た
の
は
、
九
戸
政
実
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た

一
五
九

一

（天
正
十
九
）
年
九
月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
年
ま
で
石
垣
山
城
の

築
城
が
継
続
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
引
き
続
き
追
究
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

一
五
九
〇

（天
正
十
八
）
年
に
築
城
さ
れ
た
石
垣
山
城
は
、
小
田
原
攻
め
に

お
け
る

一
夜
城
の
伝
承
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
関
東
以
東

で
最
初
の
織
豊
系
城
郭
で
あ

っ
た
。
小
田
原
攻
め
の
陣
城
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
関
東
の
家
康
領
国
や
奥
州
に
対
し
て
、
豊
臣
政
権
の
威
信
を
示
す
機
能
や

役
割
も
期
待
さ
れ
て
築
城
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
石
垣
山
城
築
城
の

意
義
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
豊
臣
政
権
の
性
格
や
諸
政
策
と
関
連
付

け
て
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
秀
吉
の
城
郭
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
も
今
後

の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

石
垣
山
城
の
教
材
化
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
報
告
者
が
取
り
組
ん
で
き
た
課

題
の

一
つ
に
、
個
別
城
郭
を
わ
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
点
、
石
垣
山
城
に
つ
い
て
は
、
そ

の
機
能
や
役
割
を
豊
臣
政
権
の
統

一
事
業
と
関
連
付
け
て
追
究
さ
せ
る
こ
と
が

容
易
で
あ
り
、
課
題
解
決
学
習
な
ど
を
通
し
て
学
習
効
果
も
期
待
で
き
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
実
際
に
城
郭
資
料
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、
次

の
点
に
留
意
し
た
い
。
第

一
は

「縄
張
り
」
、
「虎
口
」
、
「曲
輪

・
郭
」
、
「普
請
」
、

「作
事
」
な
ど
独
特
な
城
郭
用
語
を
い
か
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
し
て
視
覚
的
に
理
解
さ
せ
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
は
、
城
郭
資
料
を
所
有
す
る
地
域
の
博
物

館
、
資
料
館
、
文
化
財
担
当
部
署
な
ど
と
の
連
携
の
推
進
で
あ
る
。
資
料
の
提

供
に
留
ま
ら
ず
、今
後
は
教
員
と
学
芸
員
と
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
、

学
芸
員
に
よ
る
出
前
授
業
な
ど
を
志
向
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

〈主
な
参
考
文
献
〉

小
田
原
市

『小
田
原
市
史
』
別
編
　
城
郭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五

小
田
原
市
教
育
委
員
会
『史
跡
石
垣
山
Ｉ
Ｉ
一
九
八
八
年
度
測
量
調
査
報
告
―
』

・
『史
跡
石
垣
山
Ⅱ
Ｉ

一
九
八
九
年
度
詳
細
分
布
調
査
報
告
―
』
。
『史
跡

石
垣
山
Ⅲ
Ｉ

一
九
九
〇
年
度
詳
細
分
布
調
査
―
』
小
田
原
市
文
化
財
調
査

報
告
書
第
三
五

・
三
八

・
四
四
集
　
　
一
九
九

一
。
一
九
九
二
上

九
九
三

田
代
道
爾

「
石
垣
山

一
夜
城
」
『日
本
城
郭
大
系
』
第
６
巻

新
入
物
往
来
社

　
一
九
八
〇

中
井
　
均

「織
豊
系
城
郭
の
画
期
―
礎
石
建
物

・
瓦

・
石
垣
の
出
現
―
」

『中
世
城
郭
研
究
論
集
』
　
　
　
　
　
　
　
新
人
物
往
来
社

　
一
九
八
〇

中
井
　
均

「
城
郭
に
み
る
石
垣

・
瓦

・
礎
石
建
物
」

『戦
国
時
代
の
考
古
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
志
書
院
　
二
〇
〇
三

村
田
修
三

『図
説
中
世
城
郭
事
典
　
第

一
巻
』
新
入
物
往
来
社

　
一
九
八
七
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